
 

●10月４日、ビキニ

被災船員の救済を求

めて質問に立ちまし

た。 

 ウイーンで６月に開かれ

た核兵器禁止条約締約国会

議に、高知の核被災マグロ

漁船員救済に取り組んでい

る太平洋核被災支援センタ

ーの笹島副代表が参加した

こと。そして、高知の船員

の証言を収録した今の高知

の取り組みをビデオを使い

紹介したことで、「被災船員

の埋もれた歴史に光を当て

た」と高く評価されたこと

を議場で紹介。 

また、核被災支援センタ

ーなどが構成する実行委員会が５月に開催した「ビキ

ニデーｉｎ高知2,022」では、中満泉国連事務次長が「ビ

キニ高知の闘いが若者と一緒に被ばくの事実を掘り起

こし活動を持続させてきたことを、国連軍縮部の「軍

縮のための若者たち」イニシャチブと重ね合わせて評

価」するメッセージを送ってくれたことも紹介。国際

的なステージでの評価に、被災船員や遺族の皆さんは

勇気づけられているとして、「太平洋核被災支援センタ

ーなどが追跡調査を継続的に実施していけるような支

援策」の進展をどう図るのか、浜田知事に聞きました。 

●知事は、「これまで太

平洋核被災支援センタ

ーにおきまして、当時

の資料あるいは被災船

員の方々の証言など、

大変な時間を費やしま

して調査を実施されま

したことにいたしまし

て、改めて私としても

敬意を表したいという

風に存じます。 

今後も活動を継続さ

れるにあたりまして、

追跡調査にかかります

関係団体への協力依頼といったものなど県が側面から

関与するということで、スムーズ

に事業が進むものがあれば、引き

続き協力をして参りたいと考えま

す。 

引き続き、県と太平洋核被災支

援センターが連携することにより

まして、被災者への支援の輪が広

がっていくと、そういうことを期

待いたしたいと考えます。」と答弁

し、今後の協力を明言しました。 
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